
【
１
月
】

16
日
（
水
）
県
教
委
は
定
例
会
見
で
、
比

較
的
軽
度
の
知
的
障
害
が
あ
る
生

徒
の
通
う
高
等
養
護
学
校
を
北
大

津
高
校
に
併
設
す
る
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。
湖
西
地
域
に
住
む
生

徒
は
湖
西
地
域
に
高
等
養
護
学
校

が
な
い
た
め
、
通
学
が
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
て
、
過
去
に
は
通

学
時
間
を
理
由
に
進
学
を
断
念
す

る
生
徒
も
い
た
。
新
設
校
は
北
大

津
高
校
で
使
わ
れ
て
い
な
い
教
室

を
再
利
用
す
る
。
２
０
１
２
年
度

の
開
校
を
目
指
す
。

23
日
（
水
）
県
教
委
は
今
春
の
中
学
卒
業

予
定
者
の
進
路
希
望
状
況
を
ま
と

め
た
。
高
校
な
ど
へ
の
進
学
希
望

率
は
前
年
と
同
じ
99
・
３
％
で
県

立
高
全
日
制
の
平
均
志
望
倍
率
は

１
・
06
倍
だ
っ
た
。
志
望
倍
率
が

最
も
高
か
っ
た
の
は
、
大
津
普
通

科
の
１
・
97
倍
。

・
県
内
で
２
０
１
７
年
度
に
確
認
さ

れ
た
障
害
者
（
18
歳
以
上
）
へ
の

虐
待
が
過
去
最
高
の
88
件
に
上
る

こ
と
が
県
内
の
調
査
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。
88
件
の
う
ち
親
族
ら
養

護
者
に
よ
る
虐
待
は
72
件
で
、
前

年
度
よ
り
３
件
増
え
た
。
食
事
や

排
せ
つ
介
助
を
担
う
生
活
支
援
員

に
よ
る
虐
待
も
目
立
つ
。
虐
待
認

定
に
つ
な
が
っ
た
県
や
市
町
へ
の

通
報
も
過
去
最
多
に
な
っ
た
。

【
２
月
】

７
日
（
木
）
滋
賀
県
選
挙
管
理
委
員
会
な

ど
は
、
県
内
す
べ
て
の
高
校
２
年

生
を
対
象
に
実
施
し
た
選
挙
意
識

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ま
と
め
た
。

政
治
へ
の
関
心
度
は
「
あ
ま
り
関

心
が
な
い
」
「
ま
っ
た
く
関
心
が

な
い
」
を
合
わ
せ
て
54
・
５
％
で
、

前
年
よ
り
４
㌽
増
加
し
た
。
投
票

へ
の
意
識
は
高
い
も
の
の
選
挙
権

年
齢
の
引
き
下
げ
後
に
行
わ
れ
た

参
議
院
選
、
翌
年
の
衆
議
院
選
、

そ
し
て
昨
年
の
知
事
選
を
み
る
と

10
代
の
投
票
率
の
低
下
が
目
立
つ
。

県
選
管
は
学
校
で
の
出
前
講
座
な

ど
を
強
化
す
る
と
し
て
い
る
。

８
日
（
金
）
県
は
、
19
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
を
発
表
し
た
。
県
教
委
は

児
童
生
徒
の
「
読
み
解
く
力
」
向

上
に
２
１
０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

各
校
へ
の
取
組
み
支
援
の
ほ
か
に

大
学
か
ら
講
師
を
招
く
な
ど
し
て

教
員
研
修
を
強
化
す
る
。
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
部
活
指

導
員
の
人
件
費
に
は
５
５
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。
19
年
度
は
新
た

に
高
校
に
も
指
導
員
を
配
置
す
る
。

15
日
（
金
）
県
内
の
特
別
支
援
学
校
に
通

う
児
童
生
徒
の
保
護
者
や
教
員
ら

で
作
る
「
滋
賀
の
障
害
児
教
育
を

よ
く
す
る
会
（
ス
マ
イ
ル
の
会
）
」

は
、
特
別
支
援
学
校
の
学
習
環
境

の
改
善
を
求
め
る
２
万
３
１
９
３

筆
の
署
名
を
県
教
育
委
員
会
に
提

出
し
た
。
要
求
し
た
の
は
、
湖
南

地
域
で
の
特
別
支
援
学
校
の
新
設

や
教
員
の
増
員
、
入
院
中
の
子
ど

も
の
教
育
環
境
の
整
備
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
増
車
な
ど
９
項
目
。

19
日
（
火
）
２
０
１
１
年
10
月
に
大
津
市

の
中
学
２
年
の
男
子
生
徒
が
自
殺

し
た
問
題
で
大
津
地
裁
は
「
自
殺

の
主
た
る
要
因
は
被
告
少
年
ら
の

行
為
、
関
係
性
に
あ
っ
た
」
と
い

じ
め
と
自
殺
の
因
果
関
係
を
認
め
、

元
同
級
生
２
人
に
賠
償
金
の
支
払

い
を
命
じ
た
。

25
日
（
月
）
滋
賀
県
は
、
県
議
会
で
の
一

般
質
問
を
受
け
、
新
年
度
に
虐
待

相
談
に
対
応
す
る
児
童
福
祉
司
を

４
人
増
員
し
、
「
子
ど
も
家
庭
相

談
セ
ン
タ
ー
」
３
カ
所
に
配
置
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
近
年
、

県
や
市
町
へ
の
虐
待
相
談
が
増
加

し
、
児
童
福
祉
司
一
人
当
た
り
が

か
か
え
る
相
談
は
約
50
事
例
に
も

上
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
子
ど
も

家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
職
員
構

成
は
、
半
数
以
上
が
勤
続
５
年
未

満
と
深
刻
な
事
態
に
あ
る
。

27
日
（
水
）
県
教
委
は
、
県
内
の
公
立
高

が
学
校
ご
と
に
決
め
て
い
る
制
服

の
価
格
に
最
大
３
倍
超
の
差
が
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
も

安
い
学
校
で
約
１
万
６
千
円
、
最

も
高
い
学
校
で
約
５
万
７
千
円
だ
っ

た
。
青
木
教
育
長
は
「
過
度
な
負

担
が
生
じ
な
い
よ
う
、
適
正
な
調

達
に
努
め
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

幼
児
期
か
ら
早
く
も
「
姿
」
の
達
成
を

求
め
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち
。
そ
の
「
姿
」

強
要
し
よ
う
と
す
る
輩
は
、
新
自
由
主
義

の
経
済
理
念
と
修
身
的
教
育
観
を
ま
と
っ

た
為
政
者
た
ち
。
「
ひ
る
ま
ず
、
真
の
実

践
を
！
」
、
巻
頭
言
は
、
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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「
学
習
指
導
要
領
」
と
同
様
に
、
幼
稚
園

に
は
「
幼
稚
園
教
育
要
領
」
、
保
育
所
に

は
「
保
育
所
保
育
指
針
」
、
認
定
こ
ど
も

園
に
は
「
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
教

育
・
保
育
要
領
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
文

科
省
、
厚
労
省
、
内
閣
府
と
管
轄
が
異
な

り
ま
す
。
こ
の
縦
割
り
行
政
は
解
消
さ
れ

る
べ
き
で
す
が
、
今
回
の
こ
れ
ら
の
「
要

領
」
「
指
針
」
の
改
訂
で
は
、
「
幼
児
期

の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
」
が

横
を
貫
く
共
通
事
項
と
し
て
は
じ
め
て
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
「
姿
」
は
10
項

目
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
「
自
立
心
」
は
、

「
身
近
な
環
境
に
主
体
的
に
関
わ
り
様
々

な
活
動
を
楽
し
む
中
で
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
、
自
分
の
力
で
行

う
た
め
に
考
え
た
り
、
工
夫
し
た
り
し
な

が
ら
、
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
で
達

成
感
を
味
わ
い
、
自
信
を
も
っ
て
行
動
す

る
よ
う
に
な
る
」
と
さ
れ
ま
す
。
伝
達
講

習
な
ど
で
は
、
「
考
慮
す
べ
き
事
項
で
あ

り
目
標
で
は
な
い
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、
た
と
え
ば
「
ベ
ネ
ッ
セ
」

の
Ｈ
Ｐ
を
開
け
ば
、
「
姿
」
が
「
力
」
と

読
み
替
え
ら
れ
て
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
自
立
心
」
を
読
ん
で
、
「
な
る
ほ

ど
大
切
な
こ
と
だ
」
と
の
感
想
も
あ
る
で

し
ょ
う
し
、
「
発
達
心
理
学
者
」
の
な
か

に
は
無
条
件
の
賛
意
を
語
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
「
自
覚
」
「
自
分
の

力
で
行
う
」
「
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ
る
」

「
達
成
感
」
「
自
信
」
な
ど
は
、
大
人
や

友
だ
ち
と
の
衝
突
、
失
敗
や
挫
折
の
経
験

な
ど
の
長
い
心
の
軌
跡
の
う
え
に
芽
生
え

て
く
る
心
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
葛
藤
が
あ
っ

て
こ
そ
、
他
者
の
思
い
や
要
求
を
自
己
統

制
力
と
し
て
内
面
化
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
「
姿
」
に
は
そ
の
よ
う
な

発
達
の
観
点
は
欠
落
し
て
い
ま
す
。

「
姿
」
は
、
道
徳
の
教
科
化
に
呼
応
し

て
、
文
科
省
、
厚
労
省
な
ど
と
い
う
行
政

管
轄
よ
り
も
上
位
の
方
針
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
に
求
め
る
「
資
質
・
能
力
」
「
人
間

性
」
を
規
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ

が
い
か
に
強
い
国
の
要
求
で
あ
る
か
は
、

施
行
一
年
の
経
過
か
ら
一
目
瞭
然
で
す
。

す
で
に
幼
稚
園
や
保
育
所
は
、
「
計
画
」

や
「
評
価
」
の
記
述
で
「
姿
」
を
具
体
化

し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
各
自
治
体
の

「
指
導
・
助
言
」
や
「
監
査
」
に
よ
っ
て

点
検
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
小

学
校
へ
の
「
指
導
要
録
」
「
保
育
要
録
」

に
お
い
て
「
姿
」
の
達
成
を
記
入
す
る
こ

と
を
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
は
、
こ
れ
か
ら
の
乳
幼
児
期

の
実
践
に
対
し
て
無
関
心
で
い
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
一
面
的
な

人
格
形
成
の
目
標
達
成
を
求
め
ら
れ
急
か

さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
外
面
と
内
面
を

ま
す
ま
す
乖
離
さ
せ
た
人
格
を
形
成
し
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
、
感
度
の
高
い
注

意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
を
貫
く
、
子
ど
も

の
発
達
の
本
当
の
姿
へ
の
学
び
と
実
践
研

究
を
進
め
る
、
地
域
の
な
か
で
の
研
究
運

動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
し
ら
い
し
ま
さ
ひ
さ
）
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滋
賀
の

教
育
動
向

2019年

１月
２月

「幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
って
ほ
し
い
姿
」か
ら
一
年

（白
石
正
久
（龍
谷
大
学
社
会
学
部
）

・「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」から一年
／白石 正久 …P1
・中等部会報告～新学習指導要領
学習会・高校数学は何を目指す
のか／事務局 …P2,3
・ともに過ごした Day by day
／佐藤 光音 …P4,5
・平成の３０年をどう見るか（下）
／家長 隆 …P6,7
・滋賀の教育動向 1・2月 …P8
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